
 

博士論文 

 

中国残留日本人孤児帰国者家族の研究 

―広島県在住者の事例を通じて― 
 

 

 

 

 

 

（要約） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 3月 

広島大学大学院総合科学研究科 

任惠中 

 

 



 

中国残留日本人孤児帰国者家族の研究 

広島大学総合科学研究科博士課程後期 任惠中 

目次 

序章......................................................................3 

 第 1節 研究対象について................................................3 

 第 2節 先行研究の整理..................................................5 

 第 3節 研究目的と課題..................................................9 

第 4節 各章の構成と研究方法...........................................11 

第 1章 中国帰国者の歴史的・社会的考察の意義.............................14 

 第 1節 研究背景と研究目的.............................................14 

 第 2節 中国帰国者の歴史的背景.........................................15 

 第 3節 日中関係・国際関係をめぐる残留孤児・中国帰国者.................20 

第 4節 ドイツの過去の克服と日中間の戦後...............................24 

第 2章 中国帰国者 1世について...........................................52 

第 1節 先行研究と研究目的.............................................52 

 第 2節 インタビュー調査の概要.........................................55 

 第 3節 インタビュー調査についての考察.................................57 

3.1帰国前の調査と準備について...................................... 59 

3.2日本帰国の動機と帰国後の生活について.............................62 

3.3帰国後の文化面での繋がり.........................................67 

3.4日本社会への適応について.........................................69 

3.5アイデンティティへの認識について.................................75 

3.6相互理解と異文化交流について.....................................78 

第 4節 考察と結論.....................................................85 

第 3章 中国帰国者 2世について...........................................92 

第１節 先行研究と研究目的.............................................92 

第 2節 インタビュー調査の概要.........................................95 

第 3節 インタビュー調査についての考察.................................97 

3.1経済面の繋がりについて...........................................98 



3.2文化面の繋がりについて..........................................106 

第 4節 考察と結論....................................................117 

第 4章 中国帰国者 3、4世について.......................................124 

第 1節 先行研究と研究目的............................................124 

第 2節 インタビュー調査の概要........................................127 

第 3節 インタビュー調査についての考察................................129 

3.1帰国者 3、4世の言語とアイデンティティ...........................131 

3.2世帯構成と中国のルーツの継承について............................151  

第 4節 考察と結論....................................................157 

終章....................................................................165 

参考文献................................................................177 

 

 

  



学位論文の要約 

 

第二次世界大戦の終結から、すでに 75 年以上が経った。日本で戦争の記憶の風化

が進む中、戦争を体験していない世代が社会の大半を占めるまでになった。「過去の

過ちを 2度と忘れない」、「戦争を知らない世代に語り継いでいくことが大切だ」とい

うことについて、中国残留日本人孤児（残留孤児）とその家族たちは、一般の日本人

より痛切に感じるかもしれない。それは、こうした歴史に翻弄された多くの残留孤児

が、長い間日本政府による十分な補償を受けることなく、放置されている状況にあっ

たからである。こうした状況を踏まえ、日中の両方にルーツを持つ彼らが、これまで

にどのような生活を営んできたのか、また、どういった苦難に直面し、いかに乗り越

えていったのかについて、具体的な事例と照らし合わせて分析する必要がある。 

従来、日本側の研究は、残留孤児が家族と帰国してからの生活に焦点をあて、どの

ように日本社会に融合し、どのような問題に直面しているかなどを分析する、社会学

的研究が多かった。特に中国帰国者 2世、3世を研究対象として、帰国後の生活実態

の解明に焦点を当て、日本国内の社会問題として分析する研究がそうである。日本で

の研究は、中国帰国者の社会生活上の現実問題の解決への提言を目的に、彼らの問題

を日本国内の社会的な問題として位置づけ、日本政府の対応の不備・不作為を批判し

てきた。中国人養父母に対する支援も、今なお十分ではないと評価されている。しか

しこの問題は、養父母と残留孤児の高齢化や帰国者の日本社会への統合に伴い、日本

社会から徐々に忘れられつつあるのが現状である。 

つまり、中国帰国者が持つ歴史的経緯を踏まえた上で、歴史学・社会学的観点から、

彼らの生活実態を分析することが、日本の先行研究では欠けている点だと思われる。

日中間での戦後の国際関係や経済的関係の変化の中に残留孤児・中国帰国者を位置づ

け、彼らが帰国後に国内外に構築した繋がりを、世代ごとに分けて検討する歴史学的

研究はない。特に、米中対立の激化という昨今の世界情勢の中で、米国との強い同盟

関係を持つ日本にとっては、これからの中国との関係は、さらに悪化するリスクが非

常に高い。政治的な衝突が回避できない可能性があるなかでも、民間交流を通じて、

日中友好関係を維持するのは可能であるし、今後共両国にとって重大な課題である。

本論文では、この点に関して、中国帰国者がこれまで築いた特別な立場を活かして、

日中の相互理解促進のために果たしうる可能性を考察していく。つまり、彼らの肯定

的側面を検討する。 

戦争に苦しみ、満州開拓団などの経験をもつ残留孤児は、日中の社会からほぼ消え

去りつつある。こうした過去の出来事をいかに次の世代に継承し、いかに戦争の犠牲

者を想起・追悼するかは、過去の誤りをもう 2度と繰り返さないようにするためにも

非常に重要な課題である。日本と中国の間には、日中戦争に対する戦争責任や歴史認

識をめぐるズレが残っている。残留孤児や中国帰国者という言葉は、それなりに知ら

れているにもかかわらず、日中戦争に関する戦争責任の認識や追及、補償問題および

再発防止のための歴史教育などの「戦後処理」という観点から、残留孤児の問題を考

察した研究は、現状でも手薄である。残留孤児・中国帰国者の問題を正しく認識する

ためには、残留孤児発生の歴史的経緯と戦後の日中間の歴史認識のズレを論ずること

がまず不可欠である。本論文では、中国帰国者を戦後の日中関係史の中に位置づけ、

帰国後の彼ら 4世代の生活実態を解明することで、今まで重視されてこなかった彼ら

の繋がりが日中相互理解促進に持つ可能性を論じていく。つまり、歴史学と社会学の

分析手法を合わせることで、中国帰国者という存在を総合的に考察する。彼らが置か



れてきた生活実態を解明し、彼らが日中両国での歴史認識のズレを埋めていくために、

いかなるプラスの影響を及ぼしうるのかを考察する。ここに、本研究上の新奇性・創

造性と意義がある。 

 

論文の構成 

本研究の研究方法としては、広島県に在住する帰国者（1世）とその 2～4世 71名

をインタビュー対象として聞き取り調査を行い、それを分析する手法を取った。イン

タビューの記録や録音、アンケートの回答内容から帰国者のプロフィールを作成し、

彼らの生活史を文字化し、ライフヒストリーの研究方法で、帰国者本人や家族と中国

の家族・親族との、また周囲の日本人との繋がりに焦点を当てて分析を行った。 

第 1章では、中国帰国者の歴史的背景とその経緯を取り上げる。ドイツの「過去の

克服」、特に現在のドイツにおいて盛んになっている、加害者も被害者の立場に立ち

うる可能性を体現した「躓きの石」設置活動という民間活動を紹介し、それとの対照

を念頭に、中国帰国者の歴史的背景と特性のほか、揺れ動く日中間の国際情勢におけ

る彼らの存在の重要性について検討した。その結果を踏まえ、歴史学・社会学的観点

から見た中国帰国者が、日中友好関係促進で果たしうる可能性を推論・設定した。  

第 2章では、筆者がインタビューした広島県の中国帰国者 1 世 12名について取り

扱った。彼らは、中国の言語・文化で育てられ、「中国人アイデンティティ」を持って

日本へ帰国した。その結果、彼らは日本人として迎え入れられず、日本社会の差別や

排除から逃れるため、日本文化に溶け込む努力が必要となった。日本社会で生活する

ために 1世たちは、生活面で多様な繋がりを日本国内で構築し、生活レベルで両国の

伝統や習慣の交流を促進した。今回の調査では、中国帰国者 1世が、生活面での活動

や日本人の友人との付き合を通じて、中国帰国者の歴史を周囲の日本社会に示し、歴

史の継承と教育を促した事例を確認した。加えて彼らが、中国のルーツが生み出す結

びつきや中国文化を周囲の日本社会に持ち込むことによって、多文化社会の構築、異

文化理解の促進という面に寄与した事例も確認した。 

第 3章では、筆者がインタビューした広島県の中国帰国者 2 世 21名について取り

扱った。彼らの中には、自ら積極的に日本の社会と関わり、仕事の関係や経済面での

繋がりを構築し、日中間の貿易や経済の往来を促進することに貢献した人々がいた。

帰国者 1 世の日本社会への経済的統合が不十分な状況と比べて、20 代で帰国した帰

国者 2世は、その若さから日本語や日本社会のルールを迅速に習得し、日本での生活

に慣れていった。生活面で 1世が作り出した繋がりのもと、多くの帰国者 2世は、経

済的な自立を実現するよう努力した。帰国者 1世と同様に中国の文化と教育で育った

2世は、日本語の日常会話には 1世以上に問題がないが、文化面においては、日本の

文化や思考方法を深く理解できず、日中両国の文化を全般的に受容することが困難だ

った。その事が、次世代への家庭教育において、一方で日本化の促進と、逆に中国文

化の保持強化という対立方向のベクトルを生んでいった。また時代の変化で、このベ

クトルでの重点も変わったことが確認できた。 

第 4 章では、筆者がインタビューやアンケート調査した広島県の中国帰国者 3、4

世 38 名について取り扱った。彼らは、2 世が築いた生活基盤の下で日本語と日本文

化を完全に習得し、日本社会の底辺ではなく、主流社会に入っていくことが可能とな

っていった。本章では、特に 3、4 世のアイデンティティの認識を中心に、中国文化

との関係性を考察し、ハイブリッドなアイデンティティを持つ者 8名以外に、日本人

アイデンティティを自認する者 28 名の中にも、中国に対する興味・関心を目覚めさ



せ、自身のルーツを新たに開拓する存在があることを確認した。彼らも、家庭教育を

通じで中国の文化遺産を無意識に継承しているのであり、日本人として日本社会に適

応する過程で中国との繋がりを日本社会に持ち込み、多文化社会の構築を促進する可

能性を有していることがわかった。 

中国帰国者は、日本の国籍を持ち、日本国民という立場である一方で、中国からの

文化的影響も深く受け、両国に多くの繋がりを持っている。その多元的な立場は、国

籍やナショナリズムの境界を超えて、俯瞰的に過去の歴史を継承する可能性を彼らに

与える。中国人養父母や残留孤児・中国帰国者への顕彰は、日中両国民にも肯定的に

受容できることであり、日中戦争で命を落とした両国の犠牲者への追悼へと拡大して

いく可能性を生み、戦争の悲惨さに警鐘を鳴らすことにつながる。このように、中国

帰国者は、日中間で過去に向けられた共通の歴史認識と想起の文化を構築する可能性

を提供できる存在なのである。ドイツの「民間レベル」の和解や相互理解は、犠牲者

の氏名と運命を短く刻んだ「躓きの石」を犠牲者の住居前の舗道に設置する市民運動

によって、ドイツ人の側にもその「加害者」性だけでなく「被害者」性を意識させる

ことで広がった。殺害されたドイツ・ユダヤ人は、日常で自分たちの周りにいたユダ

ヤ系・ドイツ人だったのである。これと同じく、中国帰国者の存在は、自己の「加害

者」性と別の面での「被害者」性の認識を日本人に呼び起こす可能性があり、実際に

そのような事例が、今回のインタビュー調査からも確認できた。ドイツで実現した「過

去の克服」を、日中間で実現するためのキーパーソンが彼らなのであり、これが、本

研究の結論である。 

 

主な参考文献 

浅野慎一「中国残留日本人孤児は今―戦争と『戦後責任』を問い直す」『ひょうご部落解

放』第 158巻、2015年。 

浅野慎一・佟岩「中国残留孤児の『戦争被害』」『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研

究紀要』第 2巻第 1号、2008年。 

朝日新聞残留孤児取材班編『我是日本人』朝日新聞社、1987年。 

朝日新聞デジタル「中国人の日本の印象『良くない」大幅増日本側も 9割超世論調査で」

2021年。 

赤木完爾「朝鮮戦争―日本への衝撃と余波―」『戦史特集「朝鮮戦争と日本」』、防衛研究

所、2013年。 

赤木完爾「戦後日本の東南アシア回帰とアメリカの冷戦政策」『法学研究』第 68 巻第 11

号、1996年。 

蘭信三、高野和良「地域社会のなかの中国帰国者」蘭信三編著『中国残留日本人という経

験―「満洲」と日本を問い続けて』、勉誠出版、2009年。 

蘭信三「ハーリアとしての中国帰国者」蘭信三編著『「中国帰国者」の生活世界』行路社、

2000年、1-15頁。 

蘭信三｢中国『残留』日本人の記憶の語り｣山本有造編『満洲記憶と歴史』京都大学学術出

版会、2007年。 

蘭信三「中国帰国者とは誰なのか、彼らをどう捉えたらよいのか」蘭信三編『「中国帰国

者」の生活世界』行路社、2000年。 

蘭信三「中国帰国者研究の可能性と課題」蘭信三編『「中国帰国者」の生活世界』行路社、

2000年。 

蘭信三「特集 中国残留孤児の叫びー終わらない戦争」、勉誠出版、2006年。 



蘭信三「満州移民」の問いかけるもの」中久郎編『戦後日本のなかの「戦争」』、世界思想

社、2004年。 

家永三郎『戦争責任』岩波書店、1985年。 

井上晴美「中国帰国者一世・二世・三世の中国語に対する意識調査―今後の日本における、

多文化共生社会の実現に向けて」『人文×社会』第 1巻、2021年。 

石井恵理子｢JSLの子供の言語教育に関する親の意識｣、『異文化間教育』第 26巻、2007年。 

石田勇治「悪しき過去との取り組み:戦後ドイツの『過去の克服』と日本」『東アジア和解

への道』岩波書店、2016年。 

石田勇治『過去の克服』白水社、2002年。 

猪股祐介「満州農業移民から中国残留日本人へ」蘭信三編『中国残留日本人という体験』

勉誠出版、2009年。 

板橋拓己「戦後ドイツの『過去の克服』再考―日本が学ぶべき点は何か」『外交』第 29巻、

2015年。 

板橋拓己「『過去』と政治―戦後ドイツの『過去の克服』再考―」『成蹊法学』第 82巻、

2015年。 

飯田俊郎「都市社会におけるエスニシティ:中国帰国者の事例分析を中心に」『日本のエス

ニック社会』駒井洋編明石書店、1996年、254－280頁。 

小田美智子「日本人孤児養父母の現状―長春「中日友好楼」に住む養父母の事例と国の対

応を中心に」蘭信三(編)『「中国帰国者」の生活世界』行路社、2000年、355–377頁。 

大久保明男「アイデンティティ・クライシスを越えて―「中国日裔青年」というアイデン

ティティをもとめて―」蘭信三編『「中国帰国者」の生活世界』行路社、2000年、325-346

頁。 

大久保真紀「中国帰国者と国家賠償請求集団訴訟」蘭信三編『中国残留日本人という経験

──「満洲」と日本を問い続けて』勉誠出版、2009年、303頁。 

大橋春美「中国帰国者二世・三世のアイデンティティ」『アジア遊学』第 85巻、2006年。 

大橋春美「日本と中国の狭間で―中国帰国者二世というアイデンティティ」蘭信三編『中

国残留日本人という体験』勉誠出版、2009年。 

帰国動機―語られ方をめぐって」『日本オーラル・ヒストリー研究』第 3巻、2007年。 

張嵐「日本における中国残留孤児のアイデンティティ―ライフストーリー研究から」『人

文社会科学研究』第 18巻、2009年。 

張嵐『中国残留孤児の社会学』青弓社、2011年。 

張龍龍「帰国援護政策と中国残留孤児の永住帰国過程」『早稲田大学文学部研究科紀要』

第 62巻、2017年。 

任惠中「過去の克服をめざして—ハンブルクにおける『躓きの石』設置活動（2017-18）を

中心に」『西洋史学報』49号、2022年、77−109頁。 

広崎純子「中国帰国者二世・三世の進路選択」『アジア遊学』第 85巻、2006年。 

南誠『中国帰国者をめぐる包摂と排除の歴史社会学』明石書店、2016年。 

南誠「『中国帰国者』の歴史的形成に関する一考察」蘭信三編『「中国帰国者」の社会的適

応と共生に関する総合的研究』基礎研究（B）研究成果中間報告書、2003年。 

南誠「アイデンティティのパフォーマティヴィティに関する社会学的研究」『ソシオロジ』

第 55巻第 1号、2010年。 

ラインハルト・リュールップ 西山暁義訳「ナチズムの長い影―1945 年以降のドイツに

おける過去をめぐる政治と記憶の文化」『ヨーロッパ研究』第 8巻、2009年。 

 



論文目録 

学位論文 

論文題目 （和文）中国残留日本人孤児帰国者家族の研究 

―広島県在住者の事例を通じて― 

（英文）The Study of the Family of Japanese Orphans from China 
: Through the Cases of Residents in Hiroshima 

参考論文 

Ⅰ関係論文 

⒈ 著者名：任  惠中 

論文題目：「過去の克服をめざして―ハンブルクにおける『躓きの石』設置活

動（2017-18）を中心に」 

雑誌名：『西洋史学報』 

巻（号），頁，発行年：No.49,77頁-109頁，2022 

 

 

 


